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そこで，まず第 1 章において， 1983条の沿革，要件について概観する。そして，第 2 章において，親や保護者によ











1983条)を問おうとするものである。判例に曲折はあるが，連邦最高裁の指導的判決である De Shaney 事件判決
(1 989年)が，州の積極的保護義務を狭く限定したことに対し，著者は少数意見を参考にしながら， この限定を緩め
る方向を検討し十分な説得力をもたせているO
わが国では，問題が深刻化しているわりには，法的ほり下げ(特に憲法的ほり下げ)に之しかったところに人権の
光をあて，公的責任を明らかにしようとする本論文は，今後，この問題を重要な憲法問題として議論を鼓舞するに十
分な内容のもので，課程博士の学位に値すると認められる D
? ??
